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クリープ曲線上に初期・定常・加速の 3 つの領域が観測され，従来の定説を修正すべきことを示唆している o
サマリア添加白金については，最小クリープ速度の応力指数は1473K以下の低温では10程度であり，試験温度の上
昇と共に応力指数は低下しマトリクスである純白金の値に近づくことを見いだしている o 1573K以上の高温での変形
を律速する機構は通常の酸化物分散強化材とは異なっていること，又，強化機構はオロワン機構ではなく，長く延び
た結晶粒の幾何学的な形状と配列に起因しており，結晶粒界に集積するボイドの成長の影響を強く受けていることを
示唆している。
以上のように，本論文は高い融点・大気中での高い耐食性・低反応性を持つ白金及び白金合金の高温クリープ挙動
を詳しく調べたものであり，実際にガラス工業における溶解用ルツボの素材としての問題を解決することにも，また，
より高温クリーフ。特'性の優れた材料開発の為にも大きく寄与している。よって博士(工学)の学位論文として価値あ
るものと主忍める。
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